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ＤＤＲ文学研究会代表山根宏

今から10年前の1983年の春，ぼくはベルリンのフンポルト大学でドイツ人学生に日

本語を教えるかたわら，専門とする戦後文学の短期集中ゼミナールに参加していた。

あるとき，ゼミナール担当の女性講師を自宅に招待したところ，手土産として一冊の

本をもってきてくれた。名前も聞いたことのない若い作家の小説であったが，薦めら

れるままに読みはじめてたちまちひきこまれてしまった。ベルリンでの半年余りの生

活の中でぼくが感じていたＤＤＲに特有の空気一ある種のよそよそしさ，あるいは

寒々とした感じ－をその若い作家は過不足なく描き出していた。それまでＤＤＲの文

学といえば退屈な教化文学と思いこんでいたぼくには，このクリストフ・ハインの

．DerfremdeFreund,，（邦訳『龍の血を浴びて』同学社刊）は大きな驚きであり，こ

れをきっかけにぼくの研究分野の中にＤＤＲの文学も入ってきた。

ドイツ統一によってＤＤＲの消滅がきまった後，「ＤＤＲ文学研究会」の発足を同

僚に呼びかけたところ他大学からの賛同者も得られ，９１年４月から始めることができ

た。４月一７月と９月－１月の間，月に１度を原則としてこれまで13回の研究会を

もっている。来年度もこのベースで続けた後，９４年度にはなんらかの形で研究成果を

まとめたいと考えているが，このたび「ＤＤＲ文学研究会」の特集を組んで頂くこと

ができたので，その一端を紹介させていただくことにする。これを機にＤＤＲ文学へ

の関心が高まれば望外の喜びである。
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研究会日誌

第１回研究会（1991年５月31日）

「研究会をすすめるにあたって」

第２回研究会（1991年６月26日）

藤井啓司rChristaWolfをめぐる論争について」

第３回研究会（1991年７月３日）

rChristaWolfのＷｔｚｓｂ化Ｗをめぐって」

第４回研究会（1991年９月28日）

JaquelineBERNDT「ChristaWolfのＫＣ航０７t・ノV地cl2dsについて」

第５回研究会（1991年10月25日）

森川進一郎「VolkerBraunのエッセイ：Ｒｉ"ｌｂｕｌ`｡、Ｅｉｌｌ庇all)ｌｄｅγＡｈｌＺ`ｕｌｊｌｄｌ

について」

第６回研究会（1991年１１月29日）

山根宏「ChristophHeinのDernmgoSpieにγについて」

第７回研究会（1992年１月31日）

辻善夫rFranzFUhmannnのNovelleについて－BZjhlll21td》〃Ｍbeγを中

心に」

第８回研究会（1992年４月24日）

温井信正rGUnterCOrlichのＵ'lbe9McllleLicbeについて」

第９回研究会（1992年４月24日）

宇佐美幸彦「JanFaktorとBertPapenfuB-Gorekの詩作について」

第10回研究会（1992年７月３日）

市川明「HeinerMDllerのDicHq）11ﾙﾉﾘﾘtqschj1Zcについて」
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第１１回研究会（1992年11月14日）

藤井啓司rMonikaMaronのＦＩＩｲg[zsclIeについて」

第１２回研究会（1992年12月12日）

森川進一郎「VolkerBraunのBerichlctﾉ飽醐1率1`12.Ｋt`1:率について」

第13回研究会（1993年１月23日）

石井芙桑雄「GerhardWolfのＤＣγｑｎｌ２ＥＨｉｉｌｄＢﾌﾞﾉｲ打について」


